
品質向上 コスト縮減 ⼯程短縮 安全向上 環境配慮 維持管理

材料調査・設計・計画 コンクリート施⼯ プレキャスト ⾼耐久化・床版更新橋梁架設 ICT施⼯

Copyright© 2025 TAISEI CORPORATION All Rights Reserved. 無断転載を禁ず

コンクリートの締固め性評価技術
締固めに必要なエネルギーを定量的に評価し、効果的な配合選定、施⼯計画を実現

お客様のメリット

技術の特徴

実績・事例

●配筋状況に応じた適切なコンクリートのスランプを選定することができます。
●バイブレータの適切な挿⼊間隔、振動時間を定量的に定めることができます。
●実物⼤施⼯実験を⾏わなくても、締固め計画を机上検討できます。

耐震化などの要求により、コンクリート構造物の配筋は⾼密度化され、締固め不⾜による施⼯⽋陥発⽣リスクが作
業現場では⾼まっています。この技術は、コンクリートの鉄筋間通過に必要なエネルギーと、コンクリートが締め固めら
れるのに必要なエネルギーで構成される締固め完了エネルギーを定量的に評価するために新たに開発した評価装
置を⽤い、鉄筋間隙とコンクリートのスランプに応じた内部振動機の挿⼊間隔と締固め時間を決定することが可能で
す。

コンクリートの締固め性評価の概要

⾼速道路ボックスカルバート等の⾼密
度配筋部に適切なコンクリートの配合
選定に適⽤実績があります。
提案︓スランプ12cmのコンクリートを
採⽤、内部振動機の挿⼊間隔
46cm、加振時間は15秒
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